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外国手話研究部／国立民族学博物館
相良啓子

2021年度 手話言語研究セミナー
2022年2月13日

日本手話、台湾手話、韓国手話における言語変化
－数詞および親族表現に着目して―

1
はじめに

研究目的と背景

2 研究方法

文献資料とデータの収集

3 質的研究：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的研究：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化と学術的な貢献

研究の目的

1. 1900年代から1960年代までの日本手話と、現在使われ
ている日本手話、台湾手話、韓国手話を比較して、数詞
および親族名称における形の違いをまとめる。

2. 1945年以降、3つの手話言語がどのように変化したのか
を明らかにする。

3. それぞれの変化について、現在の話者が使う語の地域
差や年齢差を検証し、変化の全体的な流れを検証する。

歴史的背景

•台湾（日本統治時代：1895年から1945年）

1915年 台南盲唖学校

← 大阪市立聾学校教員

1917年 台北盲唖学校

← 東京聾唖学校教員

•韓国（日本統治時代：1910年から1945年）

1913年 済正院盲唖部（ソウル）

← 東京聾唖学校教員

1944年 ← 大阪市立聾学校教員
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歴史的背景

1
はじめに

研究目的と背景

2 研究方法

文献資料とデータの収集

3 質的研究：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的研究：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化と学術的な貢献

研究の方法（文献資料とデータ収集）

1. 文献資料：1902年から1960年代までの歴史的資料

（旧〇〇手話： 旧鹿児島手話・旧京都手話など）

２．高齢話者が以前は使われていたとされる手話

（古い〇〇手話：古い東京手話・古い大阪手話など）

３．現在、話者に使用されている手話

（現〇〇手話： 現東京手話・現大阪手話など）

研究の方法（文献資料とデータ収集）
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研究の方法
（フィールドワークによるデータ収集）

1. 日本手話について

Sagara（2014）で収集した2012年～2013年の関東18人、近畿18人のデータ
に加え、2015年に東京で20名、大阪で15名から収集。他、2015年に、新潟、
鹿児島、熊本、2016年に京都、2017年に、群馬、函館・札幌・旭川、山口
でも収集。

２．台湾手話について

2016年に台北で20名、台南で20名から収集。2018年台中で4人、台南で3
名の80才以上の話者に対して追加のインタビュー調査。

３．韓国手話について
2017年ソウルで6人、2018年に釜山で6名、済州島で4名からデータ収集。

研究の方法
（フィールドワークによるデータ収集）
※ いずれも、20代～80代と幅広い年齢層から収集

具体的なデータ収集方法

１． スライドに示した語彙を手話で表してもらう。

２． 2名ずつ組みになってもらい、数合わせゲームや値段
交渉ゲームなど、会話を基にしたデータ収集。

３．アンケート調査 （話者の言語的背景を把握）

４．インタビュー調査 （過去に使われていた表現など）

1
はじめに

研究目的と背景

2 研究方法

文献資料とデータの収集

3 質的研究：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的研究：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化と学術的な貢献

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.中和

2.簡略化および消失

3.融合

4.同化

5.両手化・対称化

6.中心化

7.語の入れ替え
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数詞にみられる様々な表現とその変化
• 「1」～「9」

• 「10」とその倍数

• 「100」とその倍数

• 「1000」とその倍数

• 二桁の数：「11」～「19」、「21以上」

• 三桁の数

• 四桁の数

親族表現にみられる様々な表現と
その変化
• 「男」「女」

• 「父」「母」

• 「兄」「弟」「姉」「妹」「兄弟」「姉妹」

• 「祖父」「祖母」

• 「息子」「娘」

• 「夫」「妻」

• 「伯父」「叔父」「伯母」「叔母」

1
はじめに

研究目的と背景

2 研究方法

文献資料とデータの収集

3 質的研究：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的研究：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化と学術的な貢献

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和 ------- 鹿児島の数詞 「9」

2.簡略化および消失

3.融合

4.同化

5.中心化

6.語の入れ替え
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数詞 1-9: 現日本手話、現台湾手話、 現韓国手話

1 2 3 4

5 6 7 8 9

鹿児島の数詞「9」の表現

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和

2.簡略化および消失 -- 京都の「10」

3.融合

4.同化 -- 京都の「10」

5.中心化

6.語の入れ替え -- 京都の「10」

数詞「10」: 現標準日本手話(ⅰ)、(ⅱ)

※ 現台湾手話および現韓国手話でも同じ表現が使われている
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数詞「10」: 旧京都手話１、２
および現京都手話の「10」

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和

2.簡略化および消失 --- 東京の数詞
「100」

3.融合

4.同化

5.中心化

6.語の入れ替え --- 東京の数詞 「100」

数詞「100」:現標準日本手話(ⅰ)、(ⅱ)

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和

2.簡略化および消失 -- 大阪の「祖父」

3.融合

4.同化

5.中心化 -- 大阪の「祖父」

6.語の入れ替え
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親族表現 : 「祖父」の表現

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和

2.簡略化および消失

3.融合 - 韓国手話の数詞「12」～「15」 「17」～「19」

4.同化

5.中心化

6.語の入れ替え

1 2 3 4

5 6 7 8 9

二桁の数の表現: 11-19 

10

+

ふたつの形態素の融合

10 ^ 2 12 

二桁の数の表現: 韓国手話の変化

融合

加算型から縮約型への変化
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Expressions for 11-20 in KSL

二桁の数の表現: 現韓国手話
（11-19）

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1.親指の中和

2.簡略化および消失

3.融合

4.同化

5.中心化

6.語の入れ替え -- 大阪の四桁の数

四桁の数: 大阪の「6537」：入れ替え

6 1000 5 100 30 7

6000 500 30 7

並べて表現する形 → 数詞抱合への変化

1
はじめに

a. 研究目的と背景
b. 先行研究の問題点

2 研究方法

a. 文献資料とデータの収集
b. 記述法

3 質的研究：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的調査：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化と学術的な貢献
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日本手話系の言語における「100」とその意味

親族表現：「男」「女」

現日本手話 現韓国手話 現台湾手話

男

女

親族表現 : 韓国における「男」「女」

男

女

1982 2017

日本手話系の言語における語の変化
の種類とその特徴

1. 親指の中和

2. 簡略化および消失

3. 融合

4. 同化

5. 両手化・対称化

6. 中心化

7. 語の入れ替え

手話独自にみられる変化←

音声言語にもみられる変化←
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1
はじめに

a. 研究目的と背景
b. 先行研究の問題点

2
研究方法

a. 文献資料とデータの収集
b. 記述法

3 質的調査：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的調査：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

a. 本研究で明らかになった変化
b. 今後の課題

現在の日本と台湾におけるふたつの
数の体系とその変化

数詞抱合
の表現

ゼロ系の表現

現在の日本と台湾におけるふたつの数

の体系とその変化：現日本日本手話

現在の日本と台湾におけるふたつの
数の体系とその変化: 現台湾手話
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1
はじめに

a. 研究目的と背景
b. 先行研究の問題点

2
研究方法

a. 文献資料とデータの収集
b. 記述法

3
質的調査：数詞および親族表現における語彙の記述とその変化

a. 日本手話系の言語における語の変化の種類と
その特徴

b. 語彙の形の変化
c.  意味の変化

4 量的調査：「10」「100」「1000」とその倍数

現在の日本および台湾におけるふたつの数の体系と
その変化

5 まとめ

本研究で明らかになった変化

本研究のまとめと学術的貢献

1. 日本手話系の言語の数詞および親族表現における記述お
よびその変化についてまとめ、音声言語に共通する変化、
手話言語独自の変化があることを示した。

2. 数詞については、質的調査・量的調査を実施し、通時的お
よび共時的なアプローチの双方から、変化の傾向を明らか
にした。

3. 写像性が高いと言われている手話言語においても、使わ
れていくうちに抽象化が進む。

→恣意性の高低ではなく発達経緯の検証が大切！
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